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米国高等教育のAlumni Studies の現在
―SNAAPと B&Bを通じて―
江 原 昭 博（高等教育推進センター）
要 旨
2008年に出された中央教育審議会の答申（いわゆる「学士課程答申」）では、AP、









Alumni Researchが開花する。本稿では基礎研究として発達した Alumni Studies
が1980年代以降どのような進化を遂げて現在に至るのか。その代表的事例である
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が、近年はアメリカの新しい動向が紹介されており（山田 2003，鳥居 2005，青山 2006，小湊・
中井 2006，沖・岡田 2008，岡田 2009，野田 2009）、それによって日本の現状の整理も進んで
いる（江原 2013，小林 2014）。
こうしてアメリカの IR に関する研究や知見の整理が進むにつれ、カレッジや大学における IR
の事例は実際には様々な分野に渡っていることが少しずつ明らかになってきた。たとえばアメリ
カにおいて IR が急速に普及した1980年代以降、Alumni Research＊1と呼ばれる分野が発展し定
着している。IR を実践・研究する全米組織である The Association for Institutional Research
（AIR、全米 IR 学会）の機関誌であるNew Directions for Institutional Research （NDIR）にお
いて、1988年に Alumni Research: Methods and Applicationsと題して特集が組まれた（Melchiori
1988）ことは象徴的である。
このような、アメリカのカレッジや大学におけるAlumni Researchに関連する研究としては、
寄付金に関する研究（田中 2006，丸山 2006，小林他 2007，Lapovsky 2007，小林他 2008，














Alumni Studies について、米国で現在進められている Alumni Studies の代表的事例である
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American Alumni Council が成立したことに象徴されている。繰り返しになるが Alumni
Relations の確立が、アメリカにおける卒業生や校友組織の研究が発展するための必要条件で
あった（江原 2009：127-136）。








そして最後にAlumni Research である。基礎研究としてのAlumni Studies が学問的成熟を遂
げた時代は、個別高等教育機関において IR が発展を遂げた時代と重なっていた。IR が発展した
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たな実践手法を与え、個別機関によって闇雲に行われていた分析に学問的な裏付けを与えたこと










具体的な姿である。以下、Baccalaureate and Beyond Longitudinal Study（B&B）と Strategic
National Arts Alumni Project（SNAAP）という、代表的なプロジェクト二例を通じてアメリカ
の高等教育におけるAlumni Studies の現在を考察する。
3. Baccalaureate and Beyond Longitudinal Study（B&B）
The Baccalaureate and Beyond Longitudinal Study（以下 B&B）は、学士課程学生の学費状況
に関する全国規模の学生調査である the National Postsecondary Student Aid Study（以下
NPSAS）の直近の参加者から抽出した大学卒業直後の学士課程修了者を対象に、米国教育省の








れた（NCES 2005）。度目の B&Bは2000年の NPSAS 調査参加者から引き出された約10,000
人を対象に2001年に調査が行われた（NCES 2003）。度目の調査は2008年の NPSAS 調査参加
者から引き出された約18,500人を対象に2009年に実施され、2012年にフォローアップ調査が行わ
れた（NCES 2013）。以下、直近の度目の B&B 調査を中心にその行程についてさらに詳細に
見て行く。
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もちろん言うまでもない。ただ Alumni Studies の現在におけるB&Bの重要性という観点から考
えると、その運営内容やそれを実現するための組織体制にこそ最大の重要性が存在すると考えら




















4. Strategic National Arts Alumni Project（SNAAP）
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アメリカにおける Alumni Studies の代表的事例である B&B と SNAAP を通じて、現在のア
メリカのAlumni Studies の研究状況と、その知見の応用と実践の状況が明らかになった。B&B
については社会調査としての社会学的な Alumni Studies を引き継いで発展したものとなってお
り、その知見は広く公開され基礎研究に貢献するだけではなく、教育、労働、経済と広く社会的


















＊ Alumni Research：Alumni Researchについては、「個別高等教育機関による卒業生の調査・研究・分
析」といった意味が妥当であるが、訳語としては冗長である。辞書的な意味で「卒業生研究」や「卒
業生調査」を当てることも、それぞれ Alumni Studiesや Alumni Surveyと混同してしまうことから
的確とは言えない。ここで強いて選ぶとするならば「卒業生分析」となるのだが、IR を「機関分析」
と訳出することがためらわれる通り、若干意味を狭めてしまうと言える。そこで本稿では Alumni
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けてしまう。そこで本稿では基本的には Alumni Relations という原語を使用するとともに、訳出が求
められる場合には、私立大学連盟が1987年の特定研修で使用して以来おりおりに使用されてきた「校
友行政」という用語を必要に応じて使用する。







いわゆる卒業制作との混同がみられるが、Higher Education Studies を高等教育研究と訳すことと同
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